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概　　　要

　2012年５月に全国各地で金環日食が観察された。福
島県内においても浜通りをはじめ各地で金環日食，ま
たは部分日食が観察された。今回の金環日食という貴
重な機会を迎えるに当たり，県内の子どもたちが安全
にしかも有意義に金環日食を観察できるよう，金環日
食に関する情報発信をするために，県内の有志等に
よって「2012金環日食福島連絡会」をつくり，さまざ
まな活動を行った。これは，その2012金環日食福島連
絡会が今回の金環日食観察に対して行った活動を，今
後のためにまとめたものである。

１．は じ め に

　2012年５月21日の早朝，金環日食という非常にまれ
な現象が全国各地で観察された。今回の日食は，人口
の多い地域で見られたこともあり，日本全国でおよそ
８千万人が観測できるという大きな特徴があった。し
かし，日食の観察には危険を伴い，誤った観察をする
と目に障害を被りかねないため，とりわけ子どもたち
に安全に「金環日食」を観察してもらえるよう，日本
天文協議会のワーキンググループとして2012金環日食
日本委員会がつくられた。同会の働きかけにより，文
部科学省から全国の小中高校へ日食の安全な観察方法
を説明する冊子が配布され，マスコミ向けの勉強会な
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ども行われたほか，日本眼科学会などとの協力により，
太陽を直接目で見ることの危険性を訴えるポスターも
広く全国の学校に配布されるなど，全国的に大々的な
取り組みが行われた。マスコミの取り上げ方も日を
追って大きくなり，観察用の色フィルターなども多く
の店で扱われるほどにもなった。
　福島県においても，南相馬市―郡山市―天栄村
を結ぶラインを限界線とし，それより南の地域では金
環日食が，それ以外の地域でも最大食分0.9の部分日
食が観察された１。この現象を迎えるに当たり，県内
の天文関係者，科学館関係者，大学関係者などの有志
によって2011年12月に「2012金環日食福島連絡会」（以
下「福島連絡会」と称す）が発足した。

２．福島連絡会について

２．１　福島連絡会発足の趣旨
　福島県の子どもたちは，震災，原発事故の影響に
よるさまざまな制約下で生活を送っている。そのよ
うな中，今回の金環日食は「県内の子どもたちが，
自然に対する興味・関心を持ち，自然への理解を深
める」貴重な機会であると考えた。そこで，福島県
でも全国の動きと歩調を合わせ，とりわけ子どもた
ちに安全に「金環日食」を観察してもらえるよう，
各学校等に情報の提供や準備の奨励等を，配布物・
講習会やホームページなどを通して行うことを目的
として，福島連絡会が発足した。

２．２　組織について
　連絡会の代表としては中村泰久（福島大学人間発
達文化学類）が務め，近藤正宏（郡山市ふれあい科
学館）と吉田 宏（福島県立医科大学）が事務局と
して庶務を執った。福島連絡会の中心的構成員（コ
アメンバー）としてはこの他に，安藤享平，薄 謙一，
佐藤陽一，出村裕英，寺薗淳也，豊島直紀，水谷有
宏，森本 明，野崎修司，持地隆一，山田由雄が活
動に参加した。また，連絡会のアドバイザーとして
国立天文台の渡部潤一も参加している。他に，桂 
伸夫氏（いわき天文同好会），縣 秀彦氏（国立天文
台）ら６名が連絡会構成員として連絡会内での情報
交換や講習会等に参加した。
　連絡会構成員は県内各地に分散しているため，構

成員が集まっての定期的な会合の開催は難しかった
が，活動が本格的に始まる前の１月17日㈫に，郡山
市のふれあい科学館でキックオフのための集まりを
もった。また，福島連絡会は年末に発足したことも
あり，運営資金はゼロの状態での活動となった。各
構成員はほぼ無手当で実際の活動にあたった。 

３．活 動 内 容

　日食はそれ自体，非常にインパクトのある現象であ
る。この現象を理科教育の題材として扱うことによっ
て，子どもたちが自然科学への関心を持ち，理解を深
めることが期待される。しかし，理科教育にとって絶
好の機会も，前述のとおり正しく観察しないと危険で
あることが知られていた。
　そこで，福島連絡会では，子どもたちに日食を有意
義に，そして何より安全に観察してもらうべく，各方
面に観察の際の安全対策の徹底を呼びかけ，県内各地
で学校の先生方に対する「日食に関する講習会」を開
催することとした。

３．１　各教育団体等による後援
　福島連絡会では，県内での活動を円滑に遂行する
ため，教育委員会をはじめとする関係教育機関・団
体に後援を申請することとし（後援承認申請にあた
り提出した文書例を７－１に示す），具体的には，
福島県教育委員会，福島県市町村教育委員会連絡協
議会，福島県小学校長会，福島県中学校長会，福島
県高等学校長協会，福島県私立中学高等学校協会，
福島市教育委員会，郡山市教育委員会，いわき市教
育委員会，相馬市教育委員会，福島大学，福島県立
医科大学という数多くの機関・団体から後援を受け
ることができた。これらの後援があったことで，各
学校に福島連絡会の活動に協力・参加していただく
際の信用をいただき，さらには，教員向け講習会の
会場の提供，同講習会のお知らせの周知，金環日食
に関する事前，事後のアンケート調査等の配布など，
多大なるご援助，ご協力をいただけることとなった。
　後援を要請した関係機関・団体のうち，報告書が
必要な７機関・団体には，事後報告書を提出した。
報告書例を７－２に示す。

１　日食当日は，会津地方，浜通りは天候に恵まれたが，中通りでは曇天の場所が多かった。それでも，県中・県南地区
では雲間越しに日食を見ることができた場所が多かった。
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３．２　県内天文同好会への協力依頼 
　福島連絡会の活動の一つである教員・指導者向け
の講習会を県内各地で開催するにあたって，連絡会
構成員でだけでは技術的にもマンパワー的にも対応
しきれないと考え，福島県天文協会（事務局：佐藤　
光氏）に協力の要請を行った。
　具体的には，いわき市における講習会には桂 伸
夫氏が会長されているいわき天文同好会の方々に，
また，相馬市における講習会では，阿部裕哉氏をは
じめとする相馬天文同好会（会長 枝 弘幸氏）の方々
にご協力をいただいた。
　さらに，福島天文同好会の佐藤氏から，福島市に
おける金環日食に関するイベント情報をいただき，
福島連絡会のホームページにおいても情報発信を
行った。

３．３　ホームページ，メーリングリストの活用
　グーグルが提供しているグーグルサイトのサービ
スを利用して，県内各教育機関に金環日食に関する
情報を提供するホームページ２を立ち上げた。そこ
で，我々の計画している教員・指導者向けの講習会
の予定や金環日食に関するイベントなどの情報を提
示した。また，県内各地で見られる金環日食のシミュ
レーション動画などもここで公開された。さらに，
金環日食に関連するホームページのリンク集をここ
に設け，県内で金環日食に関して情報が必要となる
とき，まず，福島連絡会のホームページにアクセス
し，そこから必要な情報を入手できるよう努めた。
　連絡会構成員は福島県内各地に分散していて構成
員が集まっての会合を持つことが難しい。そのよう
な中でも活発に議論できるようグーグルグループの
サービスを利用してコアメンバーと全構成員用の２
つのメーリングリストを立ち上げ，活用した。

３．４　各地における教員・指導者向け講習会
　前述のとおり日食の観察には危険が伴うため，児
童・生徒に日食観察をさせる場合十分な安全対策が
必要となる。日食の観察では日食グラス（日食メガ
ネ）を使いさえすれば安全であると思われがちであ
るが，正しく使わないと日食グラスを使用しても危
険な場合がある。また，日食グラスを必ずしも使わ
なくても，日食を安全に観察できる方法もある。し
かし，これらのことはすべての教員が周知している

わけではない。そこで，より多くの子どもたちに安
全に日食を観察してもらうために，子どもたちの指
導者である各学校の先生方を対象とした講習会を県
内各地で開催することとした。
３．４．１　福島県指導主事研究協議会

　４月12日県教育センター（福島市）において行
われた義務教育課の指導主事研究協議会の際に，
非常にタイトなスケジュールのなか福島連絡会の
ために時間をいただき，中村（代表）と吉田（事
務局）が福島連絡会の紹介と金環日食に関する注
意点等の話をした。金環日食と皆既日食の違いや
日食観察に伴う危険性について認識を新たにした
という声をいただけた。
３．４．２　福　　　島

　３月17日㈯福島大学において県北地区の小・中・
高の教員向けに「金環日食の講習会」を行った。
この講習会は，中村，野崎，持地，吉田の４名が
担当した。また，福島大学の金環日食連絡会の学
生スタッフも協力した。
　当日は雨天となったが，福島市，川俣町，二本
松市から12名の教員が参加した。あいさつや自己
紹介，日程の確認が行われた後に，金環日食の特
徴の概略と安全な観察方法について吉田が説明を
した。受講者は皆既日食との違いについて理解を
深めた。次に４つのワークショップ（以下，WS）
を行った。受講者はグループに分かれ，時間と順
序を決めて，３つのWSを巡って担当者からそれ
ぞれの説明を聞いた。
　WS１（持地）では，ピンホールスコープにつ
いて，いろいろな試作品の紹介やその製作法につ
いて説明をした。また，日食グラスや鏡の使用に
ついても比較して話をした。屋外での観察も予定
していたが，太陽が見えず残念だった。WS２（野
崎）では，写真撮影の方法について，フィルター
やカメラの取り付け用具等について説明した。映
像化するための工夫について写真をみながら話し
合った。WS３（中村）では，望遠鏡と太陽投影
板を受講者に実際に操作させながら，そのしくみ
と活用について説明をした。
　受講者は，WSを巡って道具や器具を実際に操
作しながら，安全な観察方法についてどのような
形で授業などへ取り入れることができるか，情報
交換をしていた。

２　https://sites.google.com/site/eclipse2012fukushima
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　WS４（吉田）では，ものづくりとして，受講
者が持参したものを用いて簡易ピンホールスコー
プを製作した。日常生活品を利用して手軽に工作
できることを確かめた。また，試作した作品や設
計図を持ち帰ることができた。まとめとして，製
作したものを児童生徒のものづくりに活かしてほ
しいこと，このような器具を使用して安全な方法
で金環日食を観察できること，これから金環日食
への関心をみんなで高めていきたいことを先生方
に話した。
　以上の内容を９：00から12：30まで行った。半
日の講習会であったが，少人数で親しく活動でき
てWSの時間が足りないほどだった。
　今回の講習会は，各学校では年度末で多忙な時
期ではあったが，関係機関の支援を得て，小・中・
高校から関心の高い受講者が集まった。講習会の
中での質疑や相互の意見は，以後の講習会やアン
ケート等の参考にした。また，先行して実施した
講習会であったが，計画した内容と資料は十分に
活用することができ，教員のための講習会として
先導的な役割を果たすことができたと考えてい
る。後日，日食の時期が近付いて，日食グラスに
よる観察方法が多く報じられたが，事前に指導者
が安全な観察方法を講習していたことは，学校で
指導する上でも参考になったと思われる。
　福島大学の金環日食連絡会学生スタッフは，事
前に学生向け勉強会を実施して，講習会の内容で
ある金環日食についての知識やワークショップ担
当について打ち合わせをした。人間発達文化学類
の学生スタッフは，受講者の先生方と接する中で，
学校現場のようすを感じながら講習会の運営と

ワークショップの支援にあたった。若いスタッフ
が，今回の金環日食で体験したことを，子どもた
ちへどのように伝えていくか楽しみである。
３．４．３　郡　　　山

　４月14日㈯，15日㈰の両日14：00から16：00ま
で，郡山市ふれあい科学館において，学校教員や
日食観望会開催に興味がある方を対象に指導者向
け講習会を開催した。少ないスタッフで多くの受
講生に対応するため，講座形式とし，実習時間な
どを通して個別の質問等にも対応できるように 
した。
　講師は福島連絡会メンバーでもある科学館ス
タッフ（安藤，近藤，水谷）が務め，福島連絡会
事務局の吉田も参加した。内容は３部構成とし，
はじめに安藤から日食の概要や日食網膜症の危険
性の説明，安全な観察方法の紹介など基本的な内
容を話した。次に，水谷から科学館オリジナルの
日食観察キット「ソーラースコープ」の工作と実
習の指導，組み立て天体望遠鏡キット「コルキッ
ト」に自作の太陽投影板を取り付けたものの作り
方や観察方法などについての紹介等があった。最
後に，近藤が全国的に呼びかけが行われている「金
環日食限界線観測キャンペーン」について紹介し
た。結果的には，両日で23名の参加と少人数であっ
たので，質問を受けながら詳しく説明することが
できた。
　同じく５月９日㈬，10日㈭の14：30から16：30

まで，指導者向け講習会を開催した。郡山市教育
委員会や研修センターにも呼びかけをお願いし，
小中学校長会，小・中教研理科部会にも出向いて，
平日に学校を離れ講習会に参加することへの配慮
をお願いした結果，両日で62名の先生方に参加し
ていただいた。近藤が講師をつとめ，授業などで
活用できそうな映像やサイトもいろいろと紹介
し，安全な観察指導を呼びかけた。
３．４．４　い　わ　き

　４月21日㈯13：30より，いわき市立中央台東小
学校において，いわき地区とその近隣地区の小・
中・高の教員向けに「金環日食講習会」を実施し
た。講師として，いわき天文同好会会長 桂 伸夫
氏，福島大学より中村，野崎が，また，スタッフ
として，いわき理科の会の田村　尚氏をはじめ会
員が参加をした。
　当日午前中は晴天であったが，午後から薄曇り
となり，講習会としては厳しい状況となったが，図３－４－１．郡山での講習会
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いわき市を中心に36名の参加者で実施することが
できた。
　開会行事で田村氏より日程等の説明の後，桂氏，
中村が金環日食の観察の仕方や安全対策について
講話を行い，その後，全体を３班に分け，実技講
習に移った。
　実技講習では，①望遠鏡での観察の仕方，②ピ
ンホールスコープの作り方と観察の仕方，③デジ
タル一眼レフカメラを使っての撮影の仕方につい
て，各20分間隔のローテーション形式で実施した。
それぞれのコーナーで，参加者は熱心に話を聞い
たり，実際に操作をしたりするなど，納得がいく
まで取り組む姿が見られた。
　その後全員が集まり，質疑応答を行い観測上の
諸問題について確認を行った。最後に，参加者全
員に15㎝×10㎝角のアルミ蒸着フィルム２枚をプ
レゼントし，安全な使用方法について説明をした。
参加者の金環日食観察への期待感が感じられた。
　予定では，15：30終了であったが，16：00まで
熱心に取り組むことができた。
３．４．５　相　　　馬

　5月13日㈰14：00から16：00まで，相馬市総合
福祉センターを会場に，ふくしまサイエンスプ
ラットフォーム（spff）との共催により，相双地
区の小・中・高の教員等を対象とした指導者向け
講習会を開催した。開催に当たっては，spffを通
して紹介を受けた相馬市教育委員会より会場の確
保，会場使用の減免措置，各学校への案内の配布
などご協力をいただいた。講習会には９名の参加

があった。
　講習会では国立天文台の縣氏から海外での事例
を含めて日食網膜症の危険性や安全な見かたにつ
いて詳しくお話しいただき，近藤から授業で活用
できそうな映像やサイト，限界線観測の紹介を
行った。また，阿部裕哉氏をはじめとして相馬天
文同好会の方々６名の協力により，望遠鏡などに
よる太陽観望や木漏れ日の見かたの紹介も行うな
ど，非常に充実した内容で行うことができた。参
加いただいた先生方からは，日食を見る危険性を
改めて認識できたことを学校に戻って子どもたち
にしっかりと伝えたい，などといった言葉をいた
だいた。

３．5　「福島県の学校に日食安全観察シートを届けよ
う」キャンペーンへの賛同

　国立天文台の縣氏や当福島連絡会安藤享平を中心
とした「日食で福島の子どもたちを元気に！」実行
委員会による「福島県の学校に日食安全観察シート
を届けよう」キャンペーンが全国的に展開された３。
このキャンペーンでは，白河市の企業から日食観察
シート１万枚が寄付されたことを基に，約５万枚の
日食観察シートを購入するために，全国的に寄付金
を募った。福島連絡会ではこのキャンペーンに賛同・
協力した。本会アドバイザーの渡部潤一から福島県
知事を通して県教育庁義務教育課に打診を行い、連
絡調整を県教育庁にご協力いただいた。

４．各学校に対するアンケート活動

　金環日食の３ヵ月前に，各学校現場において金環日
食に対する関心度やニーズを把握するため，アンケー
ト調査（４．１）を行った。また，金環日食直後には
各学校でどのような観察が行われたのか等を把握する
ためのアンケート調査（４．２）も実施した。

４．１　金環日食３ヵ月前のアンケート調査
　県教育委員会のご協力のもと，全県の学校（小・中・
高及び特別支援学校）に対して，２月20日付けで

「2012金環日食に関するアンケート」を配布し，約
２週間の期間でアンケートに回答していただいた。
７－３にこの時配布したアンケートを，また，７－
４にアンケートに添付した文書を示す。

図３－４－２．いわきでの講習会

３　http://www.nao.jpn.com/fukushima20120521.html
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　以下に，このアンケート調査の概要と集計結果を
簡潔にまとめる。

　Ⅰ．アンケートの目的と内容

目的：アンケートの目的は「３ヵ月前の各学校にお
ける金環日食に対する取り組みや，学校現場の先
生方の意見・希望等を把握する」ことであった。ま
た，このアンケート結果を，福島連絡会で行う「指
導者（教員）向けの講習会」に反映させ，ホーム
ページに「Ｑ＆Ａ」などの形で公表し，学校の先生
方の活動を支援することも目的の１つであった。

質問項目：
Ｑ１．学校の情報
Ｑ２．金環日食に関する計画の有無
Ｑ３．計画している（する）内容
Ｑ４．金環日食に関する講習会への関心
Ｑ５．講習会に参加可能な曜日
Ｑ６．講習会で希望する内容
Ｑ７．要　望　等

　Ⅱ．アンケートの回収と集計結果

アンケート回収：
　アンケートの回答は，福島連絡会のホームペー
ジ上のアンケートフォームに直接記入していただ
くか，回答したアンケートをファックスで福島連
絡会事務局へ送信するかの２通りを案内した。回
収されたアンケートの76％はファクスによる回収
であった４。
　アンケートは全県885校中362校から回答いただ
いた（回収率41.2%，内訳は小学校504校中219校，
中学校246校中104校，高等学校112校中32校，特
別支援学校23校中７校）。このアンケートは年度
末という学校現場において非常に忙しい時期に回
答をお願いしている点を考慮すると，回答を寄せ
ていただいた学校の金環日食に対する関心の高さ
がうかがわれた。
　図４－１－１は回答いただいた学校数と回収率

（％）を地区ごとに示したものである。また，破
線は金環日食が観測できるおおよその北限界線で
ある。この図より，限界線より南側の地域でのア
ンケートの回収率が非常に高く，この地域での金
環日食に対する関心は高いものと考えられる。一
方相双地区に関しては，この地域の大部分が限界

線より南であるにも拘らず，関心度が限界線より
北にある地域と同じ程度であったのは，少なから
ず今回の原発事故に起因するものと見ることがで
きよう。

　集計結果 ：（７－５参照）
Ｑ２＆Ｑ３．３ヵ月前での計画状況
　アンケートＱ２，Ｑ３において，各学校でどの
くらい積極的に金環日食について計画しているか
を調べた。この結果を小・中・高・特別支援学校
ごとにグラフにしたものが，図４－１－２，４－
１－３である。図４－１－２からは回答があった
小学校の半数弱と中学校の多くでは，（３月５日
現在）金環日食について何らかの計画があるとの
答えであった。また，Ｑ３による「計画している
こと」では，計画しているまたは予定している学
校では，安全指導，校内観察会，日食の学習の順
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図４－１－１．地区別アンケート回収率

図４－１－２．Ｑ２．「何か計画していますか？
（３／５現在）」

４　いくつかの学校から，職場からグーグルサイトにアクセスできないとの指摘があった。



福島大学地域創造　第24巻　第１号　2012.9（7218）

―　　―120

に多く計画しているとの回答であった。なお，図
４－１－３の「校内観察会」は学校全体で行われ
る観察会，「小観察会」とは，クラス単位または
希望者を募っての観察会，という意味である。ま
た，「代休」とは，休日に行われる学校行事の「繰
替休業」の事である。
　また，Ｑ２の回答を地区別にみると図４－１－
４のとおりである。図は各地区の回収されたアン
ケート中の「計画あり」の学校の割合＋「計画予定」
の学校の割合を上段に，地区内の全学校中の「計
画あり」の学校の割合＋「計画予定」の学校の割
合を示している。この図から，どの地域でも，回
答いただいた学校の内半数以上が何らかの計画を

持っていることがわかる。また，県南・県中地区
では，他の地域と比べてより積極的な取組が見ら
れることは特筆すべき点である。これらの地域が，
完全な金環日食が観察できる地域とほとんど重な
ることから，「金環日食」と「部分日食」という
言葉の与えるイメージがこのような形で現れたこ
とは非常に興味深い。

Ｑ４～Ｑ６. 講習会に関して
　この質問項目（Ｑ４～Ｑ６）では，福島連絡会
の主催する教員向け講習会に関する質問を行っ
た。「近くで講習会があれば参加するか否か」（Ｑ
４），出席可能な曜日（Ｑ５），講習会で希望する
講習内容（Ｑ６）について，地区ごとの集計を図
４－１－５～７に示す。
　図４－１－５より多くの地域で，可能であれば
講習会を受けたい，と回答している。特に，県中・
県北・会津地区において講習会について関心度が
高いと考えることができる。
　また，Ｑ５の結果，「土曜日」または「どちらで
も」がどの地域でも多く，これより，講習会を開
くなら「土曜日」のほうが良いことがわかる。
　Ｑ６の結果は図４－１－７の通りで，どの地域
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でも「当日の観察方法」に関する講習の希望が多
く，次いで「観察用品の工作」や「安全対策」が
多かった。これより，現場の先生方が子どもたち
に「金環日食をまずは見せてやりたい，でも安全
性は確保しなければ」という，意気込みが感じら
れた。

Ｑ７．要望等：自由形式で記述していただいた要
望等を，以下のように５つのカテゴリーに分類し
た。以下の質問に対して，福島連絡会のホームペー
ジでＱ＆Ａの形で回答を公開している。
⑴　日食関連
１．皆既日食と金環日食の違いと原因は？
２．月と太陽と地球の公転軌道はどのくらいず

れているのか？
３．日食の観察は何が危険なのでしょうか？
４．各学校や学区内などピンポイントで観察で

きる時間などが知りたい。
５．日食の際にどの程度暗くなるのか？
６．他の惑星でも日食のような現象は起きるの

か？
７．子どもたちに何回ぐらい何時頃に観察させ

るとよいでしょうか？
⑵　観察方法
８．日食グラスを使用しない観察方法は？
９．たくさんの生徒が安価に観察できる方法

は？
10．幼児でも観察しやすい観察用具は？
11．児童・生徒でも作れる安全な観察用具は？
12．ピンホールの観察道具の作り方。
13．観察用品を貸し出ししている施設は？
14．天体観測には関心がある。
15．パソコン（インターネット）で日食を見たい。

16．太陽を観察するための日食グラス等を配布
して欲しい。

⑶　日食グラス
17．日食グラスの工作はできるの？
18．日食グラスの入手方法は？

⑷　要　望　等
19．講習会の内容，工作，方法，安全対策等に

ついてHPにアップして欲しい。
20．メルマガの発信などがあれば利用したい。
21．講習会の資料を配布してほしい。
22．日食の情報が記載されたパンフレットを配

布してほしい。
23．HP等で金環日食の映像を見てみたい。
24．金環日食のインターネット中継や動画配信

を授業に活用したい。
25．ツイッター等を用いて，リアルタイムで県

内各地からの報告などができると面白い。
26．理科の授業等における指導資料が欲しい。

⑸　そ　の　他
27．次の天体ショー・天文現象は？
28．直前の天気，気象情報。
29．登校中に観察したがる生徒が多いと思う。

まずは「安全対策」，そして安全な方法での
観測の練習を事前に行う必要があると考えて
いる。また，せっかくの機会なので市教委な
どの行政面で各校同じような指導や時間的な
配慮があればなおよいのではないかと思う。

30．子どもたちの登校時間帯と重なるようだ
が，一番見ごろは何時ごろなのかとか，時間
帯が重なることで，学校への登校時刻を遅ら
せて自宅で観察させるなどの措置は可能なの
かどうか，教育委員会は考えているか等。

31．自動操作の望遠鏡の扱い。

図４－１－７．Ｑ６．「希望する講習内容」
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32．子ども向けの本の案内。
33．相対性理論を分かりやすく教えてほしい。
34．天体に関する情報，見ごろの星座などを

メール等で紹介してほしい。
35．惑星における星座早見盤的なものがある

か？
36．星空観察の指導法や資料など。
37．現在の対象の最新情報，NASAは何を目

的に活動しているのか，今後の宇宙開発の方
向等。

　Ⅲ．ま　と　め

　県内885校に対して，この「金環日食に関する
アンケート」調査を実施し，４割強（362校）か
らの回答が得られた。回答いただいた多くの学校
では，安全対策と観察方法に対して関心が高く，
安全に有意義に金環日食を観察させたい，と考え
ていることがうかがえる。その一方，回答をいた
だけなかった学校は「計画を持っていない」と判
断すると，最大７～８割程度の学校が，「この時
点で何も計画していない」と推測することができ
る。日食の起こる時間が指導しにくい時間帯であ
ることが反映している面もあろうと，推察した。
　このアンケート結果を受けて，⑴登校時間，⑵
繰替休業，⑶観察の推奨，観察結果の報告，に対
して福島連絡会では，学校で教員の指導下で観察
しないのなら，より一層「安全対策／正しい観察
方法」の指導を徹底させるという姿勢が必要では
ないか，との見解を述べさせていただいた。

４．２　金環日食後のアンケート
　金環日食直後（５月21日付）に，県教育委員会の
ご協力のもと，県内全ての学校（小・中・高・特別
支援学校）にアンケートを配布し，約３週間の期間
で回答していただいた。７－６にこのアンケートを，
また，７－７にこのアンケートに添付した文書を示
す。
　以下に，このアンケート調査の概要と集計結果を
簡潔にまとめる。

　Ⅰ．アンケートの目的と内容

目的：このアンケートの目的は，今回の金環日食を
体験するにあたり，各学校で実施された準備や指
導，採用された観察法などを把握することである。

また，その結果を集約し，今回のような天文現象
が見られる際の参考となる資料を作成することも
目的の１つである。

質問項目：
Ｑ１.～Ｑ３． 学校の情報
Ｑ４．事前に行われた指導について
Ｑ５．金環日食当日に行われたこと
Ｑ６．観察会で実施された観察方法
Ｑ７ ．金環日食を体験するに当たり参考にした 

もの
Ｑ８ ．金環日食を体験した子どもたちの反応
Ｑ９．我々連絡会に対する意見

Ⅱ．アンケートの回収と集計結果

アンケート回収：
　今回はアンケート本体をエクセル形式（７－６
参照）で配布し，連絡会事務局あてのメールアド
レスにメールの添付ファイルとして提出していた
だいた。金環日食終了直後から続々と回答をいた
だき，585校からの回答をいただき，うち571件（全
県の64.5%，小学校は504校中322校，中学校246

校中165校，高等学校112校中69校，特別支援学校
23校中15校）の有効回答をいただいた。直前のマ
スコミ等を通じての金環日食に対する意識の高ま
りと，当日各地で金環日食が観察されたことなど
が，今回の高い回収率につながったものと考えら
れる５。
　図４－２－１は地区別のアンケート回収率であ
る。この図から，限界線の南北を問わず，全県的

図４－２－１．地区別アンケート回収率
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５　今回の回収率が唯一50%を割った県南地区では，曇天のため多くの地域で金環日食を観察できなかった。
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に今回の金環日食に対する関心が高かったことが
うかがわれる。３ヵ月前のアンケートでは地域に
よって関心度に差があったが，実際に金環日食を
迎えるに当たり，「世紀の天体現象」という意識
がさまざまな情報によって生み出され，「金環日
食」・「部分日食」による差が埋められたのではな
いかと推察される。

集計結果 ：（７－８参照）
Ｑ４．事前指導について
　Ｑ４において，金環日食前までに実施された指
導について調べた（図４－２－２参照）。その結果，
ほとんどの学校において「安全指導」（542校）が
行われたことがわかった。これは我々のPR活動
を含め，マスコミ等さまざまな方面からの太陽直
視の危険性についての注意がなされたことによる
ものと考えられる。また，「日食グラスの配布」
を行った学校が多く見られた。これは「日食で福
島の子どもたちに元気を！」実行委員会による「福
島県の学校に日食安全観察シートを届けよう」
キャンペーン（３．５）によって浜通りを中心に
観察シートが配布されたことや，学校独自で児童・
生徒全員分の日食グラスを用意したところも少な
くなかったことによる。表７－８－２によれば，
日食グラスを配布した学校は，浜通りで121校，
中通り118校，会津で16校であった。
　その他に「プリントを配布」，「日食に関する学
習」の順で事前指導が行われた。一方，「観察道
具の工作」が行われた学校は少なかった。多くの
学校で日食グラスが配布されたこと，また，この
時期，運動会や中間考査などの年中行事が近く
迫っていること，などの表れではないかと考えら
れる。

Ｑ５．当日の指導
　Ｑ５では金環日食当日に，各学校で実施された
観察会等に関する調査である。図４－２－３は各
学校で実施された観察会の内訳を示したものであ
る。何らかの形で観察会を行った学校は284校（小
学校153校，中学校102校，高等学校27校，特別支
援学校２校）であった。また，全校一斉の観察会
は小学校が，中学校・高等学校では希望者による
観察会がそれぞれ多かった。この時期，中学校・
高等学校では１学期の中間考査近くであったこと
が，希望者のみの観察会が多かった一因であると
考えられる。
登校時間の変更：

　金環日食３ヵ月前にとったアンケートでは，
登校時間の変更を検討されている学校は（362

校中）３校あったが，実際には（571校中）80

もの学校で登校時間をずらす措置がなされた。
図４－２－４は学校種別ごとの登校時間の変更
の様子である。30分程度登校時間を早める学校
が最も多かった。

繰替休業：
　この時期の土日，福島県内では多くの小学校

図４－２－２．事 前 指 導

図４－２－４．登校時間の変更

図４－２－３．観　察　会
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で運動会が行われる。このため次の週の月曜日
はその繰替休業（代休）となるところが多い。
アンケートに回答いただいた学校のうち147校
で５月21日は繰替休業であったとの回答があっ
た。これらの学校のうち144校は事前学習とし
て安全指導をしていた。また，繰替休業であっ
たにもかかわらず，希望者を募って学校内での
観察会を実施した，という報告もあった。

Ｑ６．採用された観察法
　Ｑ６では各学校で観察会が実施された際に，採
用された観察法を調べた。図４－２－５にその集
計結果を示す６。最も多かったのが日食グラスを
使った観察である。事前指導でも述べたように，
多くの子どもたちに日食グラスが配布されたおか
げである。一方で，ピンホールスコープや木漏れ
日などを使った観察は主に中学校で行われてい
る。また，特筆すべき点は，気温変化（４校）や
明るさの変化（６校），太陽光発電による発電量
変化の測定（１校）など，少数ではあるが熱心に
観察した学校もある。

Ｑ７．指導するに当たり参考としたもの
　Ｑ７では金環日食について指導する際に参考と
したものを４つのカテゴリーに分けて記入してい
ただいた。
ａ．書　　　籍

　子供の科学，ニュートン，サイエンスウイン
ドウなどの書籍が，47校で参照されていた。
ｂ．県教委からの資料

　県教育委員会から配布された文書を参考とし

た学校は571校中255校の半数弱であった。これ
より，県教委から配布されている文書は約半数
の学校で活用されたことがわかる。４月21日に
国立天文台で開催された第３回金環日食シンポ
ジウムでも「2012年５月21日の金環日食に関す
る要望書」等の文書が学校現場に届いていない
との声があった。
ｃ．インターネット

　インターネット上では，国立天文台，日本天
文協議会，郡山市ふれあい科学館の順に多く参
照されていた。また，福島連絡会のホームペー
ジも４校で参照されていた。インターネットを
参照された学校は188校あり，「書籍を参考とし
た」という学校の４倍強であったことは，まさ
に，今日がインターネット時代であることの表
れであると考えられる。しかし，インターネッ
ト上にある情報の中には誤ったものも多くある
ことから，参照する際は十分な注意が必要で 
ある。
ｄ．そ　の　他

　多くの学校で，ふれあい科学館による配布資
料が多く学校で利用されていた。また，国立天
文台で作成・配布されたCDが多くの学校で参
照された。

Ｑ８．子どもたちの反応
　Ｑ８には金環日食を経験した子どもたちの様子
を自由形式で記入してもらった。
　当日，浜通りと会津地方は晴天に恵まれ，多く
の子どもたちが日食観察をした様子がうかがわれ
た。浜通り（相双地区といわき地区）では，「福
島県の学校に日食安全観察シートを届けよう」
キャンペーンで（浜通りの）全ての小・中・高・
特別支援学校に日食メガネが配布されたこともあ
り，非常に多くの子どもたちが，金環日食を驚き
と感動をもって体験していたことがうかがわれ
る。会津地方（会津地区，南会津地区）において
も，日食グラスをはじめいろいろな方法で日食を
観察し，天文に対して不思議さを感じ，興味を持
ち，関心が高まったようであった。
　一方，中通り（県北，県中，県南地区）では，図４－２－５．観察方法
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６　この図では「グラス」，「スコープ」，「鏡」，「気温」，「明るさ」，「発電量」とあるのは，それぞれ，「日食グラス」，「ピ
ンホールスコープ」，「ピンホール鏡」，「気温変化の測定」，「明るさの変化の測定」，「太陽光発電による発電量の変化」
の意味である。
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曇天のところが多く，日食を存分に観察できた地
域が少なかった（回答のあった学校の約半数で日
食を観察することができなかった）。それでも，
時折薄くなった雲越しに，日食を見ることができ，
そのたびに喜びの声が響いたと多くの学校から報
告された。また，曇天のため観察できなかった学
校でも，テレビで金環日食の様子を観察したと報
告された。その中に，テレビではなく実際の日食
を見たかった，と残念がる子どももいたようで
あった。

　Ⅲ．ま　と　め

　県内885校に対して，65%（585校）からの回答が
得られた。金環日食を体験した直後のアンケートで
あったため，観察の興奮そのものが伝わってくる回
答ばかりであった。今回の日食において，ほとんど
の学校で安全対策が徹底されたおかげで，各地とも
無事日食を観察できたようである。
　今回の日食観察を経験して，その興奮をそのまま
にせず，更なるステップへ発展させていただければ
と考える。

５．活動の総括

　福島連絡会の活動は，全国の動きと似た面もあるが，
福島県の取り組みの特徴もあったと思われる。
　今回のような天文現象に対して，全県的に展開され
た活動は，これまで（少なくとも本県では）あまり例
を見ない。そのため，対応が不十分だったところが多々
あった。以下に，今回の活動の反省点をいくつか挙げ
たい。

⑴　発 足 時 期
　福島連絡会は昨年12月に発足したため，資金計画
がまったく立たず，連絡会のメンバーにかなりの負
担がかかる結果となった。東日本大震災や原発事故
があったため実際に活動できる範囲は限られたかも
しれないが，せめて23年度の早い時期に連絡会を発
足させ，少なくとも資金の確保くらいはすべきで
あったと考える。

⑵　科学館や公開天文台等との連携
　郡山市ふれあい科学館スペースパークの多大なる
ご協力のおかげで，福島連絡会の活動は円滑に進め
ることができた。ふれあい科学館館長をはじめご協

力いただいた科学館職員の方々に改めて御礼申し上
げたい。その一方で，それ以外の科学館や公開天文
台との連携がほとんどできなかったことが残念であ
る。これも，発足時期が遅かったことが一因である。
県内の多くの関係機関と連携をとるにはあまりに時
間的ゆとりがなかった。今回のような天文現象は十
分早い時期から予報が出されているので，もっと早
い段階から活動すべきであったと切に感じている。

⑶　「曇天下での日食の観察法」の提示不足
　今回中通りの多くの学校で十分な準備をしていた
にもかかわらず天候に恵まれず，日食を観察できな
くて残念だったとの声がアンケート等で多く寄せら
れた。しかし，曇天下であっても，気温，明るさや
太陽光発電の発電量の変化などは観察可能である。
これらの観察法は，視覚的に日食を観察する方法に
比べて地味ではあるが，理科教材としてはとても意
味のある測定である。このような方法を講習会など
で積極的に紹介すべきだったと反省している。

⑷　「講習会開催のお知らせ」
　今回福島連絡会では計７回の講習会を主催／共催
という形で開くことができた。県教育委員会を通し
てこれらの講習会開催の通知を各学校に配布してい
ただいた。しかし，福島連絡会事務局の不手際から，
開催通知の配布時期が遅かったため，講習会参加を
希望されていた先生方に開催のお知らせが届かな
かったり，日程の調整が困難であったりしたケース
が多々あった。講習会開催のお知らせなどは，でき
るだけ早い時期から準備すべきである。

６．お わ り に 

　最初は手探り状態で出発した福島連絡会ではあった
が，今回のような全県にわたる活動ができたのも，構
成員全員ができることをできる範囲で取り組んだ成果
であると考える。福島連絡会は今回の金環日食までの
時限的な集りではあるが，今回のような，科学館関係
者・天文関係者（アマチュア＋専門家）・教育関係者
の繋がりが，今後福島の地に根付くことを期待したい。
　今回の活動に当たっては，多くの機関・団体，およ
び個人の方からさまざまなご援助，ご協力をいただく
ことができた。関係の皆さまに改めてお礼申し上げた
い。とりわけ，県教育庁義務教育課には特段のご協力
をいただいた。記して感謝を申し上げたい。
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７．資　　　料

７－１．後援承認申請及び添書
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月
に

発
足

さ
せ

，
来
る

５
月
２

１
日

に
向

け
て
活

動
し

て
お
り

ま
す

。
具

体
的
に

は
，

以
下
の
内
容
に
つ
い
て
取
り
組
む
次
第
で
す
。

 

１
 

 
安
全
対
策
の
Ｐ
Ｒ
活
動

 
 
太
陽
を
凝
視
す
る
こ
と
は
非
常
に
危
険
で
，
た
っ
た
１
秒
で
も
太
陽
を
直
視
す
る
と
「
日
食
網
膜
症
」

と
い

わ
れ
る

障
害

を
起

こ
す

可
能

性
が

あ
り

ま
す

。
日

食
を

安
全

に
観

察
す

る
た

め
に

は
正

し
い

知
識

が
必

要
で
す

。
ま

た
，

今
回

の
金

環
日

食
で

は
，

太
陽

が
最

も
欠

け
る

時
間

帯
は

子
供

た
ち

の
登

校
時

間
に

あ
た
り

ま
す

。
子

供
た

ち
は

大
人

の
指

導
の

届
か

な
い

と
こ

ろ
で

こ
の

時
間

帯
を

迎
え

ま
す

。
子

供
た
ち
に
対
し
て
充
分
な
安
全
対
策
を
講
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
，
関
係
機
関
と
連

携
を
図
り
な
が

ら
，

安
全
対
策
の
Ｐ
Ｒ
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

 

２
 

教
師
等
を
対
象
と
し
た
講
習
会
の
実
施

 
 

日
食

を
観

察
す

る
に

は
，

い
わ

ゆ
る

日
食

グ
ラ

ス
を

用
い

て
太

陽
を

直
接

見
る

こ
と

が
一

般
的

で
す

が
，

安
全
に

日
食

を
観

察
す

る
方

法
が

あ
り

ま
す

。
様

々
な

方
法

で
日

食
を

観
察

す
る

こ
と

が
で

き
れ

ば
，

日
食
に

対
す

る
理

解
は

も
と

よ
り

，
自

然
事

象
に

対
す

る
興

味
・

関
心

が
一

層
深

ま
る

こ
と

が
期

待
さ

れ
ま
す

。
し

か
し

，
そ

の
よ

う
な

方
法

を
全

て
の

先
生

方
が

熟
知

し
て

い
る

わ
け

で
は

あ
り

ま
せ

ん
。

そ
こ
で

，
講

習
会

を
開

催
し

，
金

環
日

食
に

関
す

る
情

報
提

供
を

は
じ

め
，

安
全

な
観

察
方

法
等

に
つ
い
て
指
導
を
行
い
ま
す
。

 

様
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７－２．活動報告書

　　

状
 
況

 
 
 
 
 
 
 
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
感
じ
ら
れ
た
。
少
人
数
で
も
あ
り
、
観
察
 

方
法
な
ど
に
つ
い
て
、
質
問
を
受
け
な
が
ら
詳
し
く
紹
介
す
る
こ
と

が
で
き
た
。

３
 
平
成

24
年

4月
21
日

(土
) 

い
わ
き
市
立
中
央
台
東
小
 

13
:3

0～
16

:0
0 

 
 
事
業
内
容
：
①
金
環
日
食
と
は
 
②
観
察
の
仕
方

 
 
 
 
 
 
 
③
太
陽
観
察
時
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
 
④
観
察
等
の
実
技

 
 
参
加
者
数
：
小
学
校

26
名
 
中
学
校

8名
 
高
校
・
大
学

2名
 
計

36
名

 
 
感
 
 
想
：
い
わ
き
市
以
外
か
ら
も
参
加
者
が
あ
り
、
全
員
が
熱
心
に
取
り
組
ん

 
 
 
 
 
 
 
で
い
た
。
講
義
の
後
の
実
技
で
は
、
観
察
方
法
や
撮
影
方
法
等
に
つ

 
 
 
 
 
 
 
い
て
熱
心
な
質
問
が
あ
り
、
観
測
を
成
功
さ
せ
た
い
と
い
っ
た
想
い

 
 
 
 
 
 
 
が
伝
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

４
 
平
成

24
年

5月
9日

(水
)1

0日
(木

)
郡
山
市
ふ
れ
あ
い
科
学
館
 

14
:3

0～
16

:3
0 

 
 
事
業
内
容
：
①
日
食
の
概
要
 
②
日
食
網
膜
症
な
ど
危
険
性
の
説
明

 
 
 
 
 
 
 
②
安
全
な
見
方
の
紹
介
 
④
観
察
実
習

 
 
参
加
者
数
：
小
中
高
・
聾
学
校
の
教
員
な
ど
 
計

62
名

 
 
感
 
 
想
：
日
食
が
近
い
こ
と
も
あ
り
、
観
察
方
法
や
指
導
方
法
に
つ
い
て
質
問

 
 
 
 
 
 
 
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。
授
業
等
で
活
用
で
き
な
そ
う
な
映
像
や
サ
イ

 
 
 
 
 
 
 
ト
も
い
ろ
い
ろ
と
紹
介
し
、
安
全
な
観
察
指
導
を
呼
び
か
け
た
。

５
 
平
成

24
年

5月
13
日

(日
) 

相
馬
市
総
合
福
祉
ｾﾝ
ﾀｰ
 

14
:0

0～
16

:0
0 

 
 
事
業
内
容
：
①
日
食
の
概
要
 
②
日
食
網
膜
症
な
ど
危
険
性
の
説
明

 
 
 
 
 
 
 
③
安
全
な
見
方
の
紹
介
 
④
観
察
実
習

 
 
参
加
者
数
：
小
中
高
の
教
員
及
び
教
育
委
員
会
・
教
育
事
務
所
職
員
 
計

9名
 
 
感
 
 
想
：
国
立
天
文
台
の
縣
氏
と
会
の
メ
ン
バ
ー
が
講
師
を
務
め
、
相
馬
天
文

 
 
 
 
 
 
 
同
好
会
の
方
々
の
協
力
で
開
催
し
た
。
参
加
し
た
先
生
方
か
ら
は
日

添
 
付

資
 
料

各
講
習
会
の
要
項

 

（
第
３
号
様
式
－
１
）

報
告

書

平
成
２
４
年
６
月
１
８
日

福
島
県
教
育
委
員
会
教
育
長
 
様

主
催
者
名
 
２
０
１
２
金
環
日
食
福
島
連
絡
会
 
 
 

代
表
者
名
 
中
 
 
村
 
 
泰
 
 
久
 
 
 
 
 
印

 
平
成
２
４
年
２
月
８
日
付
け
、
２
３
教
指
第
１
１
０
１
号
で
後
援
を
得
て
実
施
し
ま
し
た
行
事
の
実
施

状
況
は
、
下
記
の
と
お
り
で
し
た
の
で
報
告
い
た
し
ま
す
。

行
事
名

２
０
１
２
年
金
環
日
食
観
察
講
習
会
及
び
Ｐ
Ｒ

状
 
況

主
催
関
係
者
数

１
４
人

参
 
加
 
者
 
数

１
４
２
人

＜
Ｐ
Ｒ
活
動
＞

平
成

24
年

2月
20
日

(金
)～

平
成

24
年

5月
21
日

(月
)

 
Ｈ
Ｐ
上
で
順
次
更
新
し
な
が
ら
Ｐ
Ｒ

  
  

  
ht

tp
s:/

/si
te

s.g
oo

gl
e.

co
m

/si
te

/e
cl

ip
se

20
12

fu
ku

sh
im

a/
ho

m
e 

＜
講
習
会
＞

１
 
平
成

24
年

3月
17
日

(土
) 

福
島
大
学
 

9:
30
～

12
:1

0 
 
 
事
業
内
容
：
①
金
環
日
食
と
安
全
な
観
察
に
つ
い
て
 
②
観
察
方
法
等

 
 
 
 
 
 
 
③
観
察
用
具
の
作
成
等
 
④
観
察
実
習

 
 
参
加
者
数
：
小
学
校

4名
 
中
学
校

7名
 
高
等
学
校

1名
 
計

12
名

 
 
感
 
 
想
：
参
加
者
の
ほ
と
ん
ど
が
天
文
に
関
し
て
素
人
で
あ
っ
た
が
、
観
察
方

 
 
 
 
 
 
 
法
や
安
全
面
指
導
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。
少
人
数
故
に
深
ま

 
 
 
 
 
 
 
り
の
あ
る
研
修
と
な
っ
た
。
忙
し
い
中
で
は
あ
る
が
、
子
ど
も
た
ち

 
 
 
 
 
 
 
の
こ
と
を
考
え
る
と
参
加
し
て
良
か
っ
た
と
の
感
想
で
あ
っ
た
。

２
 
平
成

24
年

4月
14
日

(土
)1

5日
(日

)
郡
山
市
ふ
れ
あ
い
科
学
館
 

14
:0

0～
16

:0
0

 
 
事
業
内
容
：
①
日
食
の
概
要
 
②
日
食
網
膜
症
な
ど
危
険
性
の
説
明

 
 
 
 
 
 
 
③
安
全
な
見
方
の
紹
介
 
④
観
察
実
習

 
 
参
加
者
数
：
中
学
校
及
び
高
校
の
教
員
な
ど
 
計

23
名

 
 
感
 
 
想
：
日
食
ま
で

1カ
月
以
上
あ
る
中
で
参
加
し
た
方
々
で
、
強
い
関
心

 

―　　―127
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２
０
１
２
年
「
金
環
日
食
」
観
察
講
習
会

２
０
１
２
金
環
日
食
福
島
連
絡
会

＜
日
 
時
＞
 
 
平
成
２
４
年
 
３
月
１
７
日
（
土
）
９
：
３
０
～
１
２
：
１
０

＜
会
 
場
＞
 
 
福
島
大
学
人
間
発
達
文
化
学
類
棟
 
６
階
６
１
７
実
験
室

＜
主
 
催
＞
 
 
２
０
１
２
金
環
日
食
福
島
連
絡
会

＜
後
 
援
＞
 
 
福
島
県
教
育
委
員
会
 
福
島
県
市
町
村
教
育
委
員
会
連
絡
協
議
会
 

福
島
市
教
育
委
員
会

福
島
県
小
学
校
長
会
 
福
島
県
中
学
校
長
会
 
福
島
県
高
等
学
校
長
会

福
島
県
私
立
中
学
高
等
学
校
協
会

福
島
県
小
学
校
教
育
研
究
会
 
福
島
県
中
学
校
教
育
研
究
会
 

福
島
大
学
 
公
立
大
学
法
人
福
島
県
立
医
科
大
学

＜
日
 
程
＞
 
 

１
 
開
会
行
事

２
 
講
 
 
座
 
 
金
環
日
食
に
つ
い
て

①
 
金
環
食
と
は

②
 
観
察
の
仕
方

③
 
太
陽
観
察
時
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

３
 
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

①
 
ピ
ン
ホ
ー
ル
ス
コ
ー
プ
等
で
の
観
察
の
仕
方

②
 
望
遠
鏡
で
の
観
察
の
仕
方

③
 
デ
ジ
カ
メ
や
ビ
デ
オ
で
の
撮
影
の
仕
方

④
 
ピ
ン
ホ
ー
ル
ス
コ
ー
プ
の
製
作

４
 
質
疑
応
答

５
 
閉
会
行
事

７－３．「2012金環日食に関するアンケート」（平成24年２月20日付配布）

20
12

金
環

日
食

に
関

す
る
ア

ン
ケ
ー
ト

 
 

こ
の

ア
ン

ケ
ー

ト
は

，
金

環
日

食
に
対

す
る
貴
校

の
取

り
組

み
や
学

校
現
場
で

ご
活

躍
の

先
生
方

の
ご
希
望

・
ご

意
見
等

を
把

握
す

る
た

め
の

調
査
で
す

。
当
て

は
ま

る
内

容
（

項
目

）
に
☑

を
入

れ
て

下
さ

い
。
本

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
は

，
私

た
ち

20
12

金
環
日

食
福

島
連

絡
会
の

今
後
の

活
動

の
中

で
活

用
し

て
い
き

た
い

と
考

え
て

お
り

ま
す
。
今

回
の

ア
ン

ケ
ー
ト

で
ご

回
答

い
た

だ
い

た
情

報
は

，
連

絡
会
の

活
動
以
外
の
目

的
に

は
一
切

使
用

い
た

し
ま

せ
ん

。
 

こ
の

ア
ン

ケ
ー

ト
は
当
連

絡
会

ホ
ー
ム

ペ
ー

ジ
 

（
h
t
t
ps
:
/
/s
i
t
es
.
g
oo
g
l
e.
c
o
m
/
s
it
e
/
ec
l
i
ps
e
2
01
2
f
uk
u
s
h
i
m
a/
h
o
me
）
か

ら
，「

学
校

の
先
生

方
へ

」
→

「
県

内
の

先

生
方

へ
の

ア
ン

ケ
ー

ト
の

お
願

い
」
と

辿
っ

て
い

た
だ

き
ま

す
と
，

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

上
で

ご
回
答

い
た

だ
け

ま
す

。
ま

た
，

ご
回

答
い

た
だ

い
た

用
紙

を
フ

ァ
ッ
ク

ス
で

02
4
-
54
7
-
13
7
4
（

吉
田

宛
）

へ
送

付
し

て
い

た
だ
く

こ
と

も
可

能
で

す
。
 

な
お

，
お

忙
し

い
と

こ
ろ

誠
に

恐
れ
入

り
ま

す
が

，
ア

ン
ケ

ー
ト
は

3
月

5
日

ま
で

に
ご

回
答
い

た
だ

き
ま

す
よ

う
お

願

い
申

し
上

げ
ま

す
。
 

2
0
1
2
金

環
日

食
福

島
連

絡
会
 

事
務
局

 
吉

田
 

宏
，
福
島

県
立
医

科
大

学
 自

然
科
学
講

座
（
物

理
学

）
 

近
藤

 
正

宏
，

郡
山

市
ふ

れ
あ

い
科
学

館
 ス

ペ
ー
ス

パ
ー
ク

 
1.

 貴
校

に
関
し

て
ご

記
入

く
だ

さ
い
。

 

2.
 
金
環

日
食
に

関
し

て
現
在

何
か
計

画
さ

れ
て

い
る

で
し

ょ
う
か

？
 

□
 計

画
し
て

い
る
，
□

 こ
れ

か
ら
計

画
す

る
，

□
 計

画
す

る
予
定

は
な

い
 

 3.
 2

.で
「
計

画
し

て
い

る
」
ま

た
は
，「

こ
れ
か

ら
計

画
す
る

」
と

お
答

え
の

方
へ

，
ど
の

よ
う
な

計
画

を
予

定
さ

れ
て

い
ま

す
か

。
わ

か
る

範
囲

で
お

答
え

く
だ
さ

い
。
（
例

：
校

内
観
察

会
，
安

全
指

導
）

 
  4．

金
環

日
食

に
関

す
る
指
導
者

向
け
の
講
習

会
が

あ
れ

ば
参

加
し
た

い
と

思
い

ま
す

か
？

  
□

 ぜ
ひ
参
加

し
た

い
，
□

 都
合

が
合

え
ば

参
加

し
た

い
，
□

 参
加
し

な
い

 
 5．

4.
で
「

参
加

し
た

い
」

と
お

答
え
の

方
へ

，
講

習
会

は
土

曜
日
と

日
曜

日
ど

ち
ら

の
開

催
が
望

ま
し

い
で

す
か

？
  

□
 土

曜
日
，

□
 日

曜
日

，
□

 ど
ち

ら
で

も
 

 6．
4.
で
「
参
加

し
た

い
」

と
お

答
え
の

方
へ

，
ど

の
よ

う
な
内

容
の
講
習

会
を

希
望

さ
れ

ま
す
か

？
（

複
数

選
択

可
）

 
□

 日
食
の
学

習
，

□
 観

察
用

品
の
工

作
，

□
 当

日
の
観
察
方

法
，

□
 安

全
対
策

 
□

 そ
の

他
 

 7．
ご
質

問
，
「
こ

ん
な

情
報
が

欲
し
い

」
等

，
ご

希
望

等
ご

ざ
い
ま

し
た

ら
ご

記
入

下
さ

い
。

 
    

ア
ン

ケ
ー

ト
は

以
上

で
す

。
ご

協
力
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た
。

 
 

※
 

こ
の

ま
ま

の
用

紙
に

書
き

込
み
，

送
信

し
て

い
た

だ
い

て
結
構

で
す

。
 

学
校

名
 

担
当

者
様

ご
氏

名
 

住
所

 
〒

 
Te

l: 
 

Fa
x:

 
 

E-
m

ai
l: 
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７－４．「金環日食に関するアンケ」（平成24年２月20日付）配布時に添付した文書
７－４－１．「『2012金環日食に関するアンケート』にご協力のお願い」

各
教
育
機
関
 
関
係
者
 

各
位

 
平
成

24
年

2
月

YY
日

 
「

20
12

金
環

日
食

に
関

す
る

ア
ン

ケ
ー
ト
」

ご
協

力
の

お
願
い

 
20

12
金
環
日
食
福
島
連
絡
会
 
代
表
 
中
村
 
泰
久

 
(福

島
大
学
人
間
発
達
文
化
学
類
 
教
授

) 
 

理
数
教
育
の
充
実
が
求
め
ら
れ
る
中
，

平
素
よ
り
理
科
教
育
の
振
興
に
ご
尽
力
さ
れ
て
お
ら
れ
る
こ
と
に
敬
意
を
表
し

ま
す
。

 
さ
て
，
今
年

5
月

21
日

(月
)の

早
朝
，
全
国
で
金
環
日
食
と
い
う
非
常
に
稀
な
現
象
が
起
こ
り
ま
す
。
今
回
は
日
本
全

国
に
お
い
て
居
住
人
口
の

7
割
近
く
の
人
々
が
，
居
な
が
ら
に
し
て
こ
の
現
象
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
本
県
に
お
い
て

も
，
南
相
馬
―
郡
山
―
天
栄
村
を
結
ぶ
ラ
イ
ン
よ
り
南
の
地
域
で
太
陽
が
リ
ン
グ
状
と
な
る
完
全
な
「
金
環
日
食
」
を
，
そ

れ
以
外
の
地
域
で
も
太
陽
が
大
き
く
欠
け
る
「
部
分
日
食
」
を
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
福
島
県
内
で
金
環
日
食
が
見

ら
れ
る
の
は
，

18
83

年
以
来
約

13
0
年
ぶ
り
で
あ
り
，
次
回
は
約

27
0
年
後
の

23
86

年
と
な
り
ま
す
。
ま
た
，

県
内
で

今
回
と
同
様
に
太
陽
が
大
き
く
欠
け
る
部
分
日
食
が
見
ら
れ
る
の
は

20
35

年
と
な
り
ま
す
。
私
た
ち
は
，
こ
の
よ
う
な
貴

重
で
壮
大
な
現
象
を
通
し
て
，
子
ど
も
た
ち
が
自
然
に
対
し
て
興
味
を
持
ち
，
理
解
を
深
め
る
こ
と
に
な
れ
ば
と
願
っ
て
お

り
ま
す
。

 
ま
た
，
金
環
日
食
と
い
う
全
国
的
な
天
文
現
象
を
通
し
て
，
そ
の
北
限
に
あ
た
る
福
島
県
に
対
し
て
エ
ー
ル
を
送
ろ
う

と
い
う
取
り
組
み
も
始
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
の
取
り
組
み
も
踏
ま
え
，
き
わ
め
て
稀
な
天
体
現
象
を
安
全
に
観
察
す
る

こ
と
を
通
し
て
，
自
然
現
象
に
心
を
動
か
し
，
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
多
少
な
り
と
も
震
災
・
原
発
事
故
な
ど
に
よ
る
ス
ト

レ
ス
を
取
り
除
い
て
い
く
一
助
に
な
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
 

 
私
た
ち

20
12

金
環
日
食
福
島
連
絡
会
は
，
福
島
県
内
の
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
に
こ
の
非
常
に
稀
な
天
文
現
象
を
安

全
に
観
察
し
，
自
然
に
対
す
る
関
心
を
よ
り
高
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
，
昨
年

12
月
に
県
内
の
天
文
関
係
者
・

大
学
関
係
者
・
教
育
関
係
者
等
に
よ
っ
て
発
足
し
，
来
る

5
月

21
日
の
金
環
日
食
に
向
け
て
活
動
を
し
て
お
り
ま
す
。
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
た
金
環
日
食
や
関
連
す
る
イ
ベ
ン
ト
等
の
情
報
提
供
や
各
地
で
の
講
習
会
等
，
い
ろ
い
ろ
な
形
で
可

能
な
ご
支
援
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

  
そ
の
た
め
に
，
私
た
ち
は
貴
校
に
お
け
る
金
環
日
食
に
対
す
る
取
り
組
み
や
，
学
校

現
場
で
ご
活
躍
の
先
生
方
の
ご
意

見
や
ご
希
望
な
ど
を
把
握
し
，

3
か
月
後
に
迫
っ
た
金
環
日
食
に
向
け
て
，
私
た
ち
に
何
が
で
き
る
の
か
，
何
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
か
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
，
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
ら
せ
て
頂
き
た
く
存
じ
ま
す
。
ご
多
忙
の
折
，
誠
に
恐

れ
入
り
ま
す
が
，
本
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
，
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 
な
お
，
ア
ン
ケ
ー
ト
は

3
月

5
日
ま
で
に
ご
回
答
い
た
だ
け
る
と
幸
い
に
存
じ
ま
す
。

 
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
当
連
絡
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

 
（

ht
tp

s:
//s

ite
s.

go
og

le
.co

m
/s

ite
/e

cl
ip

se
20

12
fu

ku
sh

im
a/

ho
m

e）
か
ら
，
「
学
校
の
先
生
方
へ
」
→
「
県
内
の
先
生

方
へ

の
ア

ン
ケ
ー

ト
の
お

願
い

」
と
辿

っ
て
い

た
だ
き

ま
す

と
，
ホ

ー
ム
ペ

ー
ジ
上

で
ご

回
答
い

た
だ
け

ま
す
。

ま
た

、

FA
X
で

02
4-

54
7-

13
74

（
吉
田
宛
）
へ
送
付
し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
可
能
で
す
。

  
 こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
，
下
記
の
連
絡
先
ま
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 
〔
連
絡
先

(事
務
局

)〕
 

吉
田
 
宏

 
〒
9
6
0
-
1
2
9
5
 福

島
市
光
が
丘
１
番
 

福
島
県
立
医
科
大
学
医
学
部
自
然
科
学
講
座
（
物
理
学
）

 
電
話
&
F
A
X
:
 
0
2
4
-
5
4
7
-
1
3
7
4
 

E
-
m
a
i
l
:
 
y
o
s
h
i
d
a
h
@
f
m
u
.
a
c
.
j
p
 

 

７－４－２．「『2012金環日食に関するアンケート』にご協力のお願い」添書

①
 
日
食
グ
ラ
ス

 


 
日
食
グ
ラ
ス
を
眼
に
付
け
て
か
ら
太
陽
を
観
察
さ
せ
る

 


 
日
食
グ
ラ
ス
を
付
け
て
も
長
時
間
見
な
い

 
②
 
木
漏
れ
日
や
い
ろ
い
ろ
な
ピ
ン
ホ
ー
ル
，
ピ
ン
ホ
ー
ル
望
遠
鏡
，
ピ
ン
ホ
ー
ル
鏡

 


 
地
面
の
様
子
を
観
察
さ
せ
る

 


 
太
陽
が
映
ら
な
く
て
も
太
陽
を
見
な
い

 
③
 
自
作
機
材

 


 
直
接
太
陽
を
見
な
い

 
（
１
）
 日

食
に
伴
っ
た
変
化
を
調
べ
る
観
察

(*
*)
 

①
 
温
度
の
時
間
変
化
，
明
る
さ
の
時
間
変
化
，
太
陽
光
発
電
に
よ
る
発
電
量
の
時
間
変
化

 

 (
**

) 
当
日
前
後
の
デ
ー
タ
を
記
録
し
て
お
き
当
日
の
デ
ー
タ
と
比
較
し
ま
す
。

 
 ３

 
「

主
な
地

域
で

の
金
環

日
食

の
始
ま

り
・

最
大
・

終
わ

り
の
時

刻
」
 

 ４
 
2
0
1
2
金
環

日
食
福
島

連
絡

会
の
ホ

ー
ム

ペ
ー
ジ
 

私
た
ち

20
12

金
環
日
食
福
島
連
絡
会
で
は
，
下
記
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
安
全
な
観
察
方
法
な
ど
に
つ
い
て
の
情
報
を
提

供
し
て
い
き
ま
す
。
詳
し
く
は
，
そ
ち
ら
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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 ５
 
構

成
員
一

覧
（

五
十
音

順
）
 

安
藤
 
享
平
（
郡
山
市
ふ
れ
あ
い
科
学
館
）

 
薄
 

 
謙
一
（
福
島
県
天
文
協
会
：
会
津
天
文
同
好
会
）

 
近
藤
 
正
宏
（
郡
山
市
ふ
れ
あ
い
科
学
館
）

 
佐
藤
 
陽
一
（
福
島
市
こ
む
こ
む
館
）

 
出
村
 
裕
英
（
会
津
大
学
）

 
寺
薗
 
淳
也
（
会
津
大
学
）

 
豊
島
 
直
紀
（
浄
土
平
天
文
台
）

 
水
谷
 
有
宏
（
郡
山
市
ふ
れ
あ
い
科
学
館
）

 
森
本
 
 
明
（
福
島
大
学
人
間
発
達
文
化
学
類
）

 
中
村
 
泰
久
（
福
島
大
学
人
間
発
達
文
化
学
類
）

 
野
崎
 
修
司
（
福
島
大
学
人
間
発
達
文
化
学
類
）

 
持
地
 
隆
一
（
福
島
大
学
人
間
発
達
文
化
学
類
）

 
山
田
 
由
雄
（
福
島
県
天
文
協
会
：
郡
山
天
文
同
好
会
）

 
吉
田
 
 
宏
（
福
島
県
立
医
科
大
学
）

 
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

 
渡
部
 
潤
一
（
国
立
天
文
台
）

 

 
日

食
の

始
ま

り
 

日
食

の
終

わ
り

 
最

大
時

刻
 

食
の

面
積

比
(%

) 
 

会
津

若
松

市
 

6
時

22
分

 
9
時

06
分

 
7
時

38
分

 
88

.1
%

 
部

分
日

食
 

福
島

市
 

6
時

22
分

 
9
時

07
分

 
7
時

38
分

 
88

.2
%

 
部

分
日

食
 

郡
山

市
 

6
時

22
分

 
9
時

06
分

 
7
時

38
分

 
88

.4
%

 
金

環
日

食
 

い
わ

き
市

 
6
時

21
分

 
9
時

07
分

 
7
時

38
分

 
88

.4
%

 
金

環
日

食
 

―　　―129



福島大学地域創造　第24巻　第１号　2012.9（7228）

―　　―130

〔
参
考
資
料
〕
 

 １
 
前

日
ま
で

の
指

導
等
 

（
１
）
 太

陽
直
視
の
危
険
性
の
周
知

 
地
上
か
ら

30
°
程
度
昇
っ
た
太
陽
を

1
秒
弱
で
も
直
視
す
る
と
，「

日
食
網
膜
症
」
と
い
わ
れ
る
目
の
障
害
を

受

け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
短
い
時
間
で
も
太
陽
を
直
視
す
る
行
為
は
非
常
に
危
険
で
す
。

 
（
２
）
 登

校
中
の
安
全
指
導
（

18
日
金
曜
日
の
下
校
時
も
指
導
）

 


 
登
校
中
は
太
陽
を
見
な
い
よ
う
ご
指
導
す
る

 


 
交
通
事
故
等
へ
の
注
意
喚
起

 
（
３
）
 観

察
に
必
要
な
機
材
の
準
備
（
望
遠
鏡
な
ど
学
校
等
の
実
情
に
合
わ
せ
る
）

 


 
望
遠
鏡
（
太
陽
投
影
板
）

 


 
日

食
グ
ラ
ス

に
よ
る

観
察

(*
)（

日
食
グ
ラ

ス
を
使

う
か
ら
と

い
っ
て
必

ず
し
も

安
全
と
は

限
り
ま

せ

ん
。
）

(*
) 
日
食

グ
ラ
ス

は
金
環

日
食
間
近

に
な
り

ま
す
と
品

薄
に
な
り

入
手
が

難
し
く
な

る
と
考

え

ら
れ
ま
す
。
観
察
会
等
で
日
食
グ
ラ
ス
を
使
用
さ
れ
る
予
定
の
場
合
，
早
め
の
御
準
備
を
お
勧
め
い
た

し
ま
す
。

 
• 

安
全
規
格
に
合
っ
た
日
食
グ
ラ
ス
を
使
う

 
• 

日
食
グ
ラ
ス
は
正
し
く
使
う

 
• 

日
食
グ
ラ
ス
を
目
に
あ
て
て
か
ら
，
太
陽
の
方
向
に
目
を
向
け
る

 
• 

日
食
グ
ラ
ス
を
使
っ
て
も
長
時
間
の
観
察
は
避
け
る

 


 
木
漏
れ
日
の
観
察

 


 
画
用
紙
等
の
厚
紙
に
ピ
ン
ホ
ー
ル
を
開
け
た
物

 


 
 

（
４
）
 観

察
場
所
の
想
定
（
機
材
の
場
所
，
木
漏
れ
日
の
観
察
で
き
る
場
所
等
学
校
等
の
実
情
に
合
わ
せ
る
）

 
（
５
）
 日

食
に
関
す
る
学
習

 


 
日
食
が
起
き
る
原
理

 
• 

太
陽
・
月
・
地
球
の
位
置
関
係
（
何
故
毎
月
起
こ
ら
な
い
？
毎
年

2
回
も
あ
る
？
）

 
• 

皆
既
日
食
と
金
環
日
食
の
違
い

 
（
６
）
 工

作
 


 

ピ
ン
ホ
ー
ル
効
果
を
使
っ
た
観
察
道
具
の
作
成

  
（
ピ
ン
ホ
ー
ル
望
遠
鏡
，
ピ
ン
ホ
ー
ル
鏡
，
他
 
さ
ま
ざ
ま
な
形
の
ピ
ン
ホ
ー
ル
等
）

 
（
７
）
 保

護
者
等
へ
の
周
知

 
（
８
）
 個

人
の
準
備
物
（
日
食
グ
ラ
ス
 
観
察
道
具
）

 
（
９
）
 学

校
で
行
う
場
合
（
集
合
時
刻
の
確
認
，
保
護
者
が
送
る
場
合
の
共
通
理
解
，
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
地
域
の
協
力
等
）

 
 ２

 
当

日
の
指

導
 

（
１
）
 参

加
者
の
確
認

 
（
２
）
 事

前
指
導

 


 
曇
が
あ
っ
て
も
太
陽
を
直
接
見
な
い

 
（
３
）
 観

察
時
の
注
意
（
日
食
の
観
察
は
必
ず
指
導
者
の
指
導
の
下
で
行
う
）

 
①
 
望
遠
鏡

 


 
太
陽
投
影
板
を
使
う
と
き
は
望
遠
鏡
の
近
く
に
必
ず
指
導
者
を
お
く

 


 
指
導
者
が
望
遠
鏡
を
調
整
し
太
陽
を
導
入
す
る

 

７－５．「2012金環日食に関するアンケート」（平成24年２月20日付配布）の集計データ（地区別・学校種別）
　Ｑ２ .～Ｑ６ .に対する集計データを以下の表に記す。各表のグレーの部分は全県のデータ，残りは地区ごと
のデータ（小・中・高・特はそれぞれ，小学校，中学校，高等学校，特別支援学校）である。

表７－５－１．地区別・学校種別集計「２．金環日食について現在何か計画され
ているでしょうか？」

小 中 高 特 小 中 高 特 小 中 高 特 小 中 高 特
a. 計画している 37 26 9 3 0 3 3 0 0 0 0 0 0 0 0 11 7 3 1 0
b. これから計画する 142 67 60 13 2 17 8 8 1 1 4 4 0 0 0 23 8 13 2 0
c. 計画する予定はない 177 124 33 15 5 19 14 3 1 1 5 4 0 1 1 31 27 2 1 1
その他 7 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 2 0 0 0

小 中 高 特 小 中 高 特 小 中 高 特 小 中 高 特
a. 計画している 9 6 2 0 0 10 6 2 2 0 1 0 1 0 0 3 3 0 0 0
b. これから計画する 48 23 18 5 2 12 6 5 1 0 15 11 4 0 0 23 7 12 4 0
c. 計画する予定はない 47 26 12 7 2 15 14 1 0 0 15 9 5 1 0 45 30 10 4 1
その他 3 1 1 1 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0

Q２. 何か計画していますか

県　中

全　県

県　南 相　双 いわき

会　津 南会津 県　北
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表７－５－２．地区別・学校種別集計「３．どのような計画を予定されていますか」

小 中 高 特 小 中 高 特 小 中 高 特 小 中 高 特
安全指導 120 65 44 8 2 15 10 4 1 1 2 2 0 0 0 21 8 12 1 0
日食グラス 3 0 2 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0
観察法の指導 16 6 9 1 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 5 2 3 0 0
校内観察会 58 34 19 3 2 7 4 3 0 0 2 2 0 0 0 11 8 3 0 0
小観察会 25 9 11 5 0 3 1 2 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 2 0
観察の推奨 7 3 3 1 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 1 0 1 0 0
観察結果の報告 3 0 2 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
登校時間の変更 3 2 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
資料の配布 7 2 4 0 1 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0
日食の学習 25 11 12 2 0 6 3 3 0 0 0 0 0 0 0 4 1 3 0 0
情報提供 4 3 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 2 0 0 0
検 討 中 5 4 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0
代　　休 7 7 0 0 0 1 1 0 0 0 1 1 0 0 0 1 1 0 0 0

小 中 高 特 小 中 高 特 小 中 高 特 小 中 高 特
安全指導 43 22 15 3 0 13 8 3 2 0 11 7 4 0 0 15 8 6 1 0
日食グラス 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0
観察法の指導 4 1 3 0 0 2 1 1 0 0 0 0 0 0 0 4 1 2 1 0
校内観察会 15 6 6 1 0 6 4 1 1 0 8 6 2 0 0 9 4 4 1 0
小観察会 10 4 4 2 0 6 2 3 1 0 1 0 1 0 0 3 2 1 0 0
観察の推奨 3 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 1 1 0 0
観察結果の報告 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 2 0 0
登校時間の変更 1 0 1 0 0 2 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
資料の配布 3 1 1 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0
日食の学習 4 1 3 0 0 4 2 1 1 0 4 2 2 0 0 3 2 0 1 0
情報提供 2 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
検 討 中 2 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 1 0 1 0
代　　休 2 2 0 0 0 2 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

全　県 会　津 南会津 県　北

県　中 県　南 相　双 いわき

Q３. 何を計画していますか

表７－５－３．地区別・学校種別集計「４．金環日食に関する指導者向けの講習
会に参加したいと思いますか？」

小 中 高 特 小 中 高 特 小 中 高 特 小 中 高 特
是非参加したい 15 7 6 3 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0
都合がつけば参加したい 211 120 68 18 5 27 17 8 1 1 5 5 0 0 0 39 24 14 1 0
参加しない 121 80 29 10 2 10 7 2 1 1 3 2 0 1 1 26 19 4 2 0
無記入 15 13 1 1 0 1 1 0 0 0 1 1 0 0 0 1 1 0 0 0

小 中 高 特 小 中 高 特 小 中 高 特 小 中 高 特
是非参加したい 6 3 3 1 0 2 0 1 1 0 2 2 0 0 0 3 2 1 0 0
都合がつけば参加したい 65 34 20 8 0 23 17 5 1 0 17 7 9 1 0 35 16 12 6 0
参加しない 29 15 10 3 0 10 7 2 1 0 12 10 2 0 0 31 20 9 2 0
無記入 7 5 1 1 0 2 2 0 0 0 1 1 0 0 0 2 2 0 0 0

南会津 県　北

相　双 いわき県　中 県　南

Q４. 講習会は参加しますか
全　県 会　津

表７－５－４．地区別・学校種別集計「５．講習会は土曜日と日曜日どちらの開
催が望ましいですか？」

小 中 高 特 小 中 高 特 小 中 高 特 小 中 高 特
土 曜 日 100 59 32 6 2 13 9 3 0 0 4 4 0 0 0 16 8 7 1 0
日 曜 日 13 6 6 1 0 2 2 0 0 0 0 0 0 0 0 4 1 3 0 0
どちらでも 95 48 31 13 3 11 5 5 1 1 1 1 0 0 0 16 11 4 1 0
無 記 入 151 104 33 12 0 13 9 3 1 1 4 3 0 1 1 30 23 4 2 0
平　　日 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0

小 中 高 特 小 中 高 特 小 中 高 特 小 中 高 特
土 曜 日 30 18 9 2 0 9 6 2 1 0 9 4 5 0 0 19 10 7 2 0
日 曜 日 3 2 1 0 0 2 1 1 0 0 1 0 1 0 0 1 0 0 1 0
どちらでも 33 14 11 7 0 11 7 3 1 0 7 4 3 0 0 16 6 6 3 0
無 記 入 40 22 13 4 0 15 12 2 1 0 14 11 2 1 0 35 24 9 2 0
平　　日 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0

県　中 県　南 相　双 いわき

全　県 会　津 南会津 県　北Q５. 講習会は土・日の
　　 どちらが良いですか
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表７－５－５．地区別・学校種別集計「６．どのような内容の講習会を希望しま
すか？」

小 中 高 特 小 中 高 特 小 中 高 特 小 中 高 特
日食の学習 88 61 16 10 4 13 9 2 1 1 1 1 0 0 0 13 8 4 1 0
観察用品の工作 130 62 52 15 5 17 8 7 1 1 4 4 0 0 0 20 10 8 2 0
当日の観察方法 181 105 61 15 4 25 15 8 1 1 4 4 0 0 0 33 19 13 1 0
安全対策 137 77 46 14 4 18 10 6 1 1 2 2 0 0 0 26 14 10 2 0
そ の 他 4 0 4 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0
無 記 入 153 104 35 12 2 12 8 3 1 1 4 3 0 1 1 31 24 4 2 0

小 中 高 特 小 中 高 特 小 中 高 特 小 中 高 特
日食の学習 28 18 5 4 0 12 9 2 1 0 7 6 1 0 0 16 10 2 3 0
観察用品の工作 48 24 15 7 0 14 6 6 2 0 11 3 8 0 0 19 7 8 3 0
当日の観察方法 61 34 19 7 0 16 10 4 2 0 13 8 5 0 0 32 15 12 4 0
安全対策 48 24 17 6 0 12 7 3 2 0 9 6 3 0 0 25 14 7 3 0
そ の 他 1 0 1 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
無 記 入 40 22 13 4 0 15 12 2 1 0 14 10 3 1 0 37 25 10 2 0

県　中 県　南 相　双 いわき

全　県 会　津 南会津 県　北Q６. 講習会ではどのような
　　内容の講習を希望しますか

７－６．「『金環日食に関するアンケート』調査のご協力のお願い」（「金環日食に関するアンケート」の添書，平
成24年５月21日付配布）
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等
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７－７．「金環日食に関するアンケート」（平成24年５月21日付配布）

Ｑ
１

Ｑ
２

会
津

南
会

津
県

北
県

中
県

南
相

双
い
わ

き

Ｑ
３

小
学

校
中

学
校

高
等

学
校

特
別

支
援

学
校

Ｑ
４

Ｑ
５

分 分

安
全

指
導

観
察

道
具

の
工

作

日
食

グ
ラ
ス
の

配
布

プ
リ
ン
ト
の

配
布

　
　
登

校
時

間
を
早

め
た

登
校

時
間

を
遅

ら
せ

た

と
く
に
何

も
し
な
か

っ
た

日
食

に
関

す
る
学

習 　
  
全

校
で

ク
ラ
ス
単

位

金
環

日
食

に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査

　
以

下
に
お
答

え
い
た
だ
き
，
件

名
を
「
【
金

環
ア
ン
ケ
ー
ト
回

答
】
」
と
し
た
メ
ー
ル

に
こ
の

フ
ァ
イ

ル
を
添

付
し
，
下

記
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
ま
で
ご
返

信
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

Ⅰ
. 
貴

校
に
関

し
て
お
答

え
く
だ
さ
い
。

貴
校

で
は

，
金

環
日

食
を
迎

え
る
に
あ
た
っ
て
，
事

前
に
ど
の

よ
う
な
こ
と
を
さ
れ

た
で
し
ょ
う
か

？
（
該

当
す
る

も
の

全
て
に
○

を
付

け
て
く
だ
さ
い
）
。

希
望

者
の

み

観 察 会

Ⅱ
. 
今

回
の

金
環

日
食

に
関

し
て
お
答

え
く
だ
さ
い
。

貴
校

の
学

校
名

を
ご
記

入
く
だ
さ
い

繰
り
替

え
休

業

貴
校

の
所

在
地

を
以

下
の

地
区

か
ら
該

当
す
る
地

区
を
選

び
○

を
付

け
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
，
原

発
事

故
の

影
響

で
避

難
さ
れ

て
い
る
学

校
は

避
難

先
の

地
区

の
欄

に
「
避

難
」
と
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。

貴
校

で
は

，
金

環
日

食
当

日
ど
の

よ
う
な
こ
と
を
さ
れ

た
で
し
ょ
う
か

？
（
該

当
す
る
も
の

全
て
に
○

を
付

け
て
く

だ
さ
い
）
。
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年
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 へ
，
件

名
を
【
金

環
ア
ン
ケ
ー
ト
回

答
】
と
し
た
メ
ー
ル

に
添

付
し
て
送

信
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
は

以
上

で
す
。
ご
協

力
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

日
食
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ラ
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ー
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Ｑ
４
～

Ｑ
６
で
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い
た
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い
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こ
と
を
実

施
す
る
に
あ
た
っ
て
，
参

考
に
さ
れ

た
も
の

は
何

で
し
ょ
う
か

？
該

当
す
る
も
の

が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
，
具

体
的

に
ご
記

入
く
だ
さ
い
。

Ｑ
５
で
「
観

察
会

」
の

何
れ

か
に
○

を
付

け
た
方

に
お
伺

い
い
た
し
ま
す
。
観

察
会

で
は

ど
の

よ
う
な
観

察
を
さ

れ
ま
し
た
か

（
該

当
す
る
も
の

全
て
に
○

を
付

け
て
く
だ
さ
い
）
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太
陽
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に
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。
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す
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ピ
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７－８．「金環日食に関するアンケート」（平成24年５月21日付配布）の集計データ（地区別・学校種別）
　Ｑ４ .～Ｑ６ .に対する集計データを以下の表に記す。各表のグレーの部分は全県のデータ，残りは地区ごと
のデータ（小・中・高・特はそれぞれ，小学校，中学校，高等学校，特別支援学校）である。

表７－８－１．地区別・学校種別集計「アンケート回答校数」

計 小 中 高 特 計 小 中 高 特 計 小 中 高 特 計 小 中 高 特
90 49 28 11 2 15 8 5 2 0 127 74 36 14 3 159 93 48 14 4

計 小 中 高 特 計 小 中 高 特 計 小 中 高 特 計 小 中 高 特
34 20 6 6 2 38 20 13 4 1 94 53 25 13 3 14 5 4 5 0

県　中

県　南 相　双 いわき 避　難

会　津 南会津 県　北

表７－８－２．地区別・学校種別集計「金環日食以前に実施された指導」

計 小 中 高 特 計 小 中 高 特 計 小 中 高 特 計 小 中 高 特
安全指導 542 313 160 58 11 83 47 26 9 1 15 8 5 2 0 119 71 34 12 2
観察道具の工作 83 36 32 14 1 10 7 2 1 0 4 0 3 1 0 17 9 4 3 1
日食グラスの配布 255 157 72 26 0 12 9 3 0 0 4 1 2 1 0 36 24 9 3 0
プリントの配布 414 258 120 33 3 56 34 19 3 0 11 5 5 1 0 87 58 23 6 0
日食に関する学習 276 147 99 27 3 43 21 16 5 1 4 0 4 0 0 62 38 16 7 1

計 小 中 高 特 計 小 中 高 特 計 小 中 高 特 計 小 中 高 特
安全指導 155 91 48 12 4 32 19 6 5 2 48 24 16 7 1 90 53 25 11 1
観察道具の工作 36 14 17 5 0 4 0 2 2 0 3 1 0 2 0 9 5 4 0 0
日食グラスの配布 69 43 22 4 0 13 10 2 1 0 41 23 14 4 0 80 47 20 13 0
プリントの配布 118 76 35 6 1 25 18 2 4 1 37 20 13 4 0 80 47 23 9 1
日食に関する学習 79 42 32 4 1 15 9 4 2 0 29 13 13 3 0 44 24 14 6 0

Q４. 事前指導
全　県 会　津 南会津 県　北

県　中 県　南 相　双 いわき

表７－８－３．地区別・学校種別集計「金環日食当日に実施されたこと」

計 小 中 高 特 計 小 中 高 特 計 小 中 高 特 計 小 中 高 特
全校観察会 118 89 29 0 0 22 18 4 0 0 2 1 1 0 0 25 22 3 0 0
学年観察会 16 12 4 0 0 5 3 2 0 0 0 0 0 0 0 4 3 1 0 0
クラス観察会 14 12 0 1 1 2 1 0 1 0 0 0 0 0 0 5 5 0 0 0
希望者観察会 136 40 69 25 2 29 12 15 2 0 4 1 2 1 0 21 5 11 5 0
登校時間の変更 80 59 19 2 0 9 7 2 0 0 0 0 0 0 0 18 15 3 0 0
繰替休業 147 140 6 0 1 9 9 0 0 0 5 5 0 0 0 27 27 0 0 0

計 小 中 高 特 計 小 中 高 特 計 小 中 高 特 計 小 中 高 特
全校観察会 23 19 4 0 0 6 5 1 0 0 10 6 4 0 0 16 4 7 5 0
学年観察会 3 2 1 0 0 0 0 0 0 0 1 2 0 0 0 1 1 0 0 0
クラス観察会 5 4 0 0 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 2 2 0 0 0
希望者観察会 45 12 25 7 1 7 2 2 3 0 15 4 7 2 1 30 18 12 0 0
登校時間の変更 26 22 3 1 0 2 1 0 1 0 3 2 1 0 0 22 12 10 0 0
繰替休業 46 45 1 0 0 13 13 0 0 0 14 12 2 0 0 33 29 3 0 1

Q５. 当日について
全　県 会　津 南会津 県　北

県　中 県　南 相　双 いわき
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表７－８－４．地区別・学校種別集計「金環日食当日実施された観察法」

計 小 中 高 特 計 小 中 高 特 計 小 中 高 特 計 小 中 高 特
日食グラス 272 146 99 24 3 57 34 21 2 0 6 2 3 1 0 49 30 15 4 0
ピンホールスコープ 94 39 43 12 0 25 14 11 0 0 2 0 2 0 0 13 6 5 2 0
ピンホール鏡 19 8 9 2 0 5 3 1 1 0 0 0 0 0 0 3 2 1 0 0
木漏れ日 53 24 26 3 0 13 8 3 2 0 1 0 1 0 0 6 4 2 0 0
気温の変化 4 0 2 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
明るさの変化 6 1 3 2 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0
太陽光の発電量 1 1 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 小 中 高 特 計 小 中 高 特 計 小 中 高 特 計 小 中 高 特
日食グラス 73 36 27 8 2 11 6 3 2 0 27 13 11 2 1 49 25 19 5 0
ピンホールスコープ 29 8 16 5 0 5 1 1 3 0 6 1 3 2 0 14 9 5 0 0
ピンホール鏡 5 1 4 0 0 2 1 0 1 0 1 0 1 0 0 3 1 2 0 0
木漏れ日 9 1 8 0 0 2 1 1 0 0 4 1 3 0 0 18 9 8 1 0
気温の変化 2 0 1 1 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0
明るさの変化 1 0 0 1 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 2 0 1 1 0
太陽光の発電量 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

Q６. 採用された観察法 全　県 会　津 南会津 県　北

県　中 県　南 相　双 いわき
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